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人馬的混食成熟による峯洞清浄化に関する研究

(第 2報)健康人の合軟水 より分離せる細菌を以てする実験

並 河 靖

緒 言

前報に報告した如 く,本研究の目的は個体に対しては可及的無害で, 峯洞壁の乾酪物質に Sapro-

phyticに繁殖し,之を融解排除せしめると共にその産生する抗結核菌性物質打-_よって,結核菌の発育

を阻止する如き混合感染を惹起せしめ,茎洞の治癒磯樽に好影響 を輿へしめることにあるO

･先づその第-着手として,^体に対する病原性の無いこと, ペ-シ1)ン或はス トレブ Ttマイシンに

対する感受性が高いこと,及び その種の菌の中か らは 既に結核菌るに対す抗菌物質 を産生する菌株が

葬見されて居ると言ふ点を根拠 として枯草菌を選び,202株の分離した菌株に就いて詳細な検討を行っ

た｡ その結果茎洞麿容物 中_に於ける増殖は試験管円実験によっても不能であ り,更にその中の--菌株

を実際に4例 の患者の三大墨洞内に圃接注入して 経過を観察した ところ,之亦菌の増殖を期待 し得な

い結果 を得たo

此の結果に産み今回は史に人体寄生性の大なる細菌で,而か も 可及的に 無害なるものに就いて実験

を試みると言ふ意味か ら,健康人の合噺水 より分離した口腔及び咽頭の細菌に就て検索したので,茨

に報告する次第である｡

基 礎 曹 輸

実 験 第 1 結核菌に封 し抗菌的に作用する菌株の選樟

実 鹿 方 法
1)

スライ ド･カ 7レチエ アー法を本実験に健用 し,第 1部基礎実験第 1に於いて逃べたと同一の手技の下に実虚 し,給

核 軒培養24時間の暗い:被槍蘭1白金線頭貴を同一培地 に追加ぜ見合培養を行い ,被糠南 と帝核常を同一培地 Lflで共存せ

しめ,培養 6口径探 り出して染色 ,検錆 し,被槍常の添加培養後は完 全L,/{節核常の発育軍苑 を阻 tLしたものを選 出 し

たo

菌株番号T173号以下の本実験には息肴曝疾 中の蘇接衝の代 りこて-～)- トンの液体寧地 に培養 した柿核蘭青 山B棟を用

い二次の如 く実験を行 った｡

1)発育旺勢 な時期の鯖核菌青山B棟 の 3Ing乃至 5mgを採 り,之 を予 めオ榊 ベンヂン2cc乃華3ccを容れた試験管に

移 して転 換 し,菌苔 よ り粁離 した締核蘭によって右肺ベンヂンが僅か出 国濁を示 した時に娠故を lLめて試験管pITT_てに

節 置す る｡

2)約 30分間静定 して菌塊を沈澱せ しめ,静かにその上骨を滅 菌.一試験管に採 り･之 を更に石油 ベンヂンで稀釈 して

その 1FLl金耳を縦 に牛切 した培養 FTIの スライ ド･グラスの-声帯約 3cm の耐ほ塗凍 した際 ,揮号数鏡 17税野tFl糖核粛数

筒を算- る程度 の締核蘭石油ベンヂン浮併液を調製する｡

3)滅 常 した培養FFlの年 切スライ ド･ダラスに上述の結核常石油ベンヂン浮瀞液を無常的操作の下に同株 軽凍 し,

石油ベンヂンの取 喋後速かに試験郵 て分注 した キ Jt,I:ナー培地 (10/o'olTI羊牌繊維素 血液で調製)r卜に投入 して堵茸 に

移すo
l)

4)以下はJG.Jl琳基礎実験埠 1実験方法5-8の通 りに行 う.

突 放 成 績

現在迄に健康人 138名の合嚇水 より分離培養した蘭 429株に就いて実験し,共存の下に結核菌の韓育
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増殖を完全に阻止した圃樺26株を得たb7

賓 験 第 2 動物に封 し病原性無 く,市も･Saprophyticに存在 し得る菌株の選拝

実 験 方 法

体遷20gr前後 の雄 マウスの腹膜 内に普通寒天 24時間培養の甫1/20標準 白金耳貴を 015ccの生理的食藍水浮酵液 と

したものを (肺炎双球菌 と思 われ る菌株に在っては血液塞天斜 面48時間培養の蘭を 1ccの生理的食生 水浮併液 とし'

その 0.5ccを)夫 々任意深 く確実に注射 し'16日後尾殺 してその心血中及腹粧 中の蘭の有無を培養に依 り証明するQ

同時t,{腹腔 内諾臓器の査牝の有無を肉眼的tJ{検査 し,更に フォ 7レY lJン水中i/{同定'保存する｡

実 態 成.横

実凝第 1を通過 した菌株中現在迄に第 1表の如 く8株に就いて之を行ったが,1菌株 5世宛のマウス

に注射t(て摸種菌に因る敗重症を起して卵亡したものは1世 もなかった｡ 叉屠殺したものの心血中か

ら華嘩菌を証明したものもなかったム 即ちマウスに対し病原性を有すると思はれるものは1例 もなか

ったO ､

然しなが ら屠殺時他方腹陸円より接種菌を培養によって証明出来たのはT10号株唯1例丈で,これ

は枯草菌であったO即ち残余の7株はァウス腹座円で16日以円に死滅 してしまったようであるo+･1-

追 加 実 験

-後述 T134号株による臨界実験に先立ち,該菌が肺炎双球菌と息はれる菌株であることよりして,栄

に家鬼に対す息病原性を家兄 5頭の耳静脈 より前述のマウ ス腹腔内注射 と南棟にして得た菌液の1ccを

静脹注射 して検査したが,何等の特記すべき病変を起さなかった｡

辛 験 弟 3 ペニシリン感受性菌の選拝

費 験 方 法
1)

節1帝基礎実験第.3に述べた通 り行 ったO 但 し血緒添加培地t/{哀好 な凝宵を営む菌株 (T28号,T75号,T88号,

'手や4号)i/{戯い ては普通 ブイヨンL/{代 るに10%の割E/{山羊血縁を加えたブ イヨンを用いたo

実 験 成 練ー

現在迄に10株に就いて実験を行い,第 1表の如き成績を得た.

､実 験 ~第 4 結核性漉汁中で発育埠殖する菌株の選捧

結核性茎洞内容物を得る機会に意まれなかったので,止むを得ず結核性脊椎炎の流注膿痔から穿刺に

依って無菌的に採集した膿汁中での被検菌の発育増殖の有無を検 し,それに依って結核性峯洞内容物中

での発育槍確を推察せんと試みた｡

実 験 方 法

;鴨宮的に採取 した仮令感染の無い精核性脊椎炎の流注膿瘍の膿汁2cc宛を盲威甫/J､試験管L/{分任 し,之 に普通盤天34時

間培養 (準炎双球蘭 と思われるものは血液塞天48時間培養)･の甫韓の極 めて稀薄な もの 1滴を加え克 く振 漁礁挿 して

均等Lて混 和 した後 '･その 1標準 白金耳量を背通寒天平板 (又 は血液寒天車板) に塗珠培養する.吏L/{被検蘭を汲 じた

帝核性膿汁の/J､試験管は内容の蒸発乾燥を防ぐ馬に封蝋 して 370C24時間及び48時間叉は48時間及び72時間培養 した

後 ,前回と同一の操作の もとにその 1標準 白金耳量を普通寒天平板 (叉 は血液寒天平板)に塗抹培養 して,帯核性膿

汁(,{混 じた破線常が 370C24時間輿び48時間 (又は48時間及び72時間)の培養l/{よって発育増殖 したか否かを卑時期

の培養 によ り末 々普通寒天中根 (又は血液寒天半額)LLT_生 じた被検菌の発渚の数か ら列定するo

叉別 L/Tt補助実験 として上述の破線常の棒稀薄な常液 1ccな-',=Fi板!/{挫ぎ,某は 血活添加培地に哀好な発育を営む菌株
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(T28号,T75号,T88号,T134号)の平板には末 々山羊血活1ccを添加 したる後 50oCの溶解 した普通寒天を沖ぎ均

等 に混和,冷却,凝固を待 ちて'そのヰ 板の-11東に帯核性膿汁の 1滴を滴 下し,そのまま節かこて僻卯器に収 めて24時

間及び48時間後の被検常葉拓の発./jf_釈態を強査 して,膿汁の周囲に明 らか に発育阻iL管の_/巨じた もの,即ち帝核性膿

汁 中で明 らか に凝育増殖を阻 lLされるものを選 出して前準の本実験の補助 とした｡

辛 験 成 績

現在迄に T146号畠の10株に就 き本実験を行ったが,結核性瞭汁中で明らかに埼碑を示したものは僅

かk T134株のみであって,他は第 1表の如き成績であった｡
●

第 1表 合軟水よ り分離 した菌株 による基礎実験成績 (其の 1)

常 . Ⅰ _Ⅱ I Ⅳ
森 Sぎ甫 マ_腹 穂 ぺる( 療一 汁 養

･番 ¢貰完 ウ 腔 でス 内 =発 軍_ 核 中..し早 シ官位 性 で て

( M後育 の き菱 リ阻)ンlL 膿 培

T での:堅 腹 り検 心 り橡 ･!- 夕E演
) 共結殖∫_A 鷹め出 血の出 に濃

存核 よ甫 よ菌 よ鹿

10 + 0.1 +

28 0.01 +

75 - 0.005 +

88 - - - 0.05 +

89 0.00声 +
110 - - - 0.005 +

113 - - - o二05 1-

134 - - 0.05 +

143 - - - 0.1 1-

考 察 及 び 結 論

現在向は実験途上であって景経的な考察,結論 を下 し得ないが,基礎実験第 1- 第 4を経たTl号 よ

りT150号迄の健喪人54名の含噺水中より分離 した 150株の菌に就いては基礎実験の総てを通 じて特に

有望と思はれる菌株を演出し得なかったが ,唯本研究に於て現在迄に行った総ての検索菌を通 じて末だ

嘗って得 られなかった結核性膿汁中で発育増殖する菌 を今回始めて T134号裸に於て発見することがlV一

釆たことは,本実験の前途に光明を点 じた もの と言ふ ことが甲釆 ようo華にT134号株は再度の家兎を

似てする動物実験に於七 も何等の認む可 き著性を発揮 しないことを確認し得たので,之を以て 一癖は

臨床的な鮭用に迄進めて見る事が出釆得ればと息推せ られる｡

何ぼT155号以下16株の基礎実琴第 1を通過 した菌株に就いては更に実験第 2-第 4に進める予定で

あるo

臨 床 賓 験

費 験 第 1 T134号株による辛験

第 1例

患者 は52辛の男 √-,上線写点上右上葉が殆ん ど仝部空洞化 したかの如 き圧 入空洞 と左上部 に/ト空洞を伴 う浸潤像を

示 して依 り,味疾 Ii,稀核 菌はガ フキ-Ⅶ号-Ⅸ号,昨車枯草菌S17号株を空洞内注入 して格別 の変化を見なか った瓜

者で あるが ,点 者 の希望Jて依 りT134号株の血清加ブ イヨン48時｢'即を養2ccを直接長針にて右側のTi大牢洞に空洞穿
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刺を行い徐 ,Iに沈入 した. /

続 過 体温は注入前時に37oC台の微熱を示 して居たが,H.･:.人後祭日37.7■C,爾後漸次低下を示 し仕入後節 2週 El

よ り･は一午勲 となった o I

一般妖克削ま格別の査イセを 見なかったム

持家噺,味症は啄床の粘渦度が若干減少 した以外L/{著変を見ないo

粁核常の滑長は注入前官にガフキ-Ⅷ～Ⅸ号を示 して屠たが,注入後次第に常数減少 し,注入後第 2週にはガフキ

ー‡一IV号 と好調を放けたが,曝疾 中の注入蘭T134号株の滑朱に伴い再度軍加 した｡

啄疾 叩注入蘭の滑長は注入後 2日間は多数に証明ざれ,4日目以後 8日口迄は今常少量を認めたが ,10日日以後は

催かこて13日円に一度注入常 と思われる常家路を中林上に数個認めたのみで爾後陰性 となった｡ p

t･考 察 及 ･び 席 論

臨床実験僅かに1例のみで何等の結論 も出し得たいが,唯基洞内に注入t,た T134号菌 も生体茎洞内

では固ほ発育増殖する能力が無いか或は非常に乏 しい棟であ り,この事は基礎実験第 2に於で同園がマ

ウス腹睦内に 16日Eiには生存して居なかった事実 と併せ考察する時今後は何ほ一段 と生体内寄生性の

強い菌株の検出に努める必要を痛感する.I

僅か 1例の結果のみで本菌は全 く慣値なきものと決定するのは 簡単 と考へ られるか ら堤に臨界例 を

埼 して検討することが必要 と思はれ る｡

費後に注入菌が早期に消失した馬所期の診軒効異は挙げ得なかったが,たと-僅かの期間 とは云-啄

疾中結核菌を守成少し得た事実は今後の本研究に希望を興へ得るものであろうと考へ らるo
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ま え お き

動物の種顎によって結核菌に対する感受性が異ることは周知の事実であ り,軽度の差 こそあれ之 と同

様の事実が同じ動物の品種の違い叉は各個体の間に も神像せ られる0 4に就いて も同様な推測が許さ

れるであろうO しかるに此事実のよって乗る本態に就いては殆ど何 も判っていない.と云って もよいの

で,ただ近年の研究によって此現象が遠僻的な要素によ･jて支配し得 られることが知 られているのみで

ある.この現象を一段に体質と呼び憶はしているが,之は何の静明にもな らないo

元釆結核症 (或はひろ く細菌性疾患)なるものは,結核菌 (病原菌)に対する個体の反晦の規はれで

ある｡人 も各種の動物 も生物孝的紅は同棲な組織発生の基本型をもb ものであるか ら,個体によって結

核FfiEの便相に多くの相違点があるとして も,その差異は決して本質的な差異ではあ り得ない｡結果的に

見て結核菌の力に打勝 ち得 る様な反歴を示す場合に之を抵抗力と呼 び,結核菌の力が勝さる場合に個体

は感受性あ りと称するのであろうが'それ らの反鷹が決 して全 く別個の現象 として規はれる管はないの

である｡恐 らくは同様の庚麿の畳的な差異として理解出乗る筈である0


